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会
務
報
告

12
月
度
理
事
会（
概
要
）

開
催
日
時
：

　

２
０
２
５
年

�

12
月
11
日
（
木
）

午
後
５
時
～
６
時
32
分

出
席
：
理
事　
24
名

　
　
　
監
事　
３
名

〈
主
な
内
容
〉

◆
報
告

◦�

拡
大
常
任
理
事
会
、
各
種

委
員
会
概
要

◦�

健
康
友
の
会
み
み
は
ら
、

社
保
・
平
和
の
と
り
く
み

◦�

看
護
職
員
確
保
推
進
本
部

会
議
報
告

◦�

無
料
低
額
診
療
の
各
事
業

所
実
績
報
告

◦�

地
域
医
療
の
崩
壊
を
く
い

止
め
る
た
め
の
緊
急
行
動

に
つ
い
て
報
告

◆
承
認
事
項

◦�
高
砂
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
在
宅

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
所
長
人
事

に
つ
い
て
承
認

◦�

介
護
老
人
保
健
施
設
み
み

は
ら
施
設
長
の
交
代
に
つ

い
て
承
認

◦�

在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
務
長

の
交
代
に
つ
い
て
承
認

◦�

理
事
の
任
免
に
つ
い
て
承

認
◦�

大
阪
民
医
連　
北
野
田
診

療
所
（
大
阪
み
な
み
医
療

福
祉
生
協
）
へ
の
所
長
派

遣
に
つ
い
て
承
認

　
私
た
ち
が
目
指
す
内
視
鏡

室
に
つ
い
て
、「
内
視
鏡
室

拡
大
」「
内
視
鏡
室
と
外
来

の
一
体
化
」「
緊
急
内
視

鏡
」
の
３
つ
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

内
視
鏡
室

内
視
鏡
室

拡
大
に
つ
い
て

拡
大
に
つ
い
て

　
当
院
で
は
、
よ
り
多
く
の

方
に
安
心
し
て
内
視
鏡
検
査

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
２
０
２
６
年
春
よ
り
病

院
の
３
階
へ
移
し
、
内
視
鏡

室
を
拡
大
し
て
鎮
静
下
で
の

検
査
枠
を
拡
充
し
ま
す
。

「
苦
し
そ
う
」「
不
安
が
あ

る
」
と
い
っ
た
理
由
で
検
査

を
た
め
ら
っ
て
い
た
方
に

も
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態

で
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
は
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
。
早
期
発
見

で
き
れ
ば
、
身
体
に
、
時
間

に
、
経
済
的
に
負
担
の
少
な

い
内
視
鏡
治
療
が
可
能
で

す
。
上
部
内
視
鏡
は
希
望
に

よ
り
鎮
静
下
や
細
径
（
経

鼻
）
内
視
鏡
が
可
能
で
す
。

下
部
内
視
鏡
は
大
腸
ポ
リ
ー

　
耳
原
総
合
病
院
の
地
域
交

流
ゾ
ー
ン
に
描
か
れ
て
い
る

「
壁
画
」
の
作
者
で
あ
る
、

中
島
裕
司
氏
が
こ
の
度
、

“
ミ
ュ
オ
グ
ラ
フ
ィ
”
と
い

う
ア
ー
ト
美
術
で
『
ハ
ン
ガ

リ
ー
国
騎
士
十
字
功
労
勲

章
』
を
受
勲
さ
れ
ま
し
た
。

　
“
ミ
ュ
オ
グ
ラ
フ
ィ
”
と

は
最
先
端
科
学
技
術
を
ア
ー

ト
で
表
現
す
る
こ
と
で
、
一

般
市
民
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
、
理
解
し
て
も
ら
う
一

方
で
、
ミ
ュ
オ
グ
ラ
フ
ィ
の

ア
ー
ト
作
品
が
科
学
者
を
触

発
し
て
、
ま
た
新
し
い
発
想

※
ミ
ュ
オ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
、
火
山

・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
古
墳
な
ど
の
巨

大
物
体
を
透
視
す
る
こ
と
が
で
き

る
最
先
端
科
学
技
術
で
、
透
視
さ

れ
た
画
像
を
ア
ー
ト
と
し
て
表
現

す
る
こ
と
で
す
。

住
所
：
南
区
美
木
多
上
３
２
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
072
―
321
―
１
４
３
６

プ
に
対
し
て
、
で
き
る
限
り

日
帰
り
治
療
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
高
齢
の
方
や
体
に

障
害
の
あ
る
方
な
ど
前
処
置

に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
前

日
か
ら
の
入
院
で
検
査
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

内
視
鏡
室
と

内
視
鏡
室
と

外
来
の
一
体
化
に
つ
い
て

外
来
の
一
体
化
に
つ
い
て

　
検
査
室
と
外
来
を
一
体
化

し
、
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し
な

が
ら
診
療
を
行
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
診
察
か
ら
検
査
、

結
果
の
説
明
ま
で
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と
で
、
患
者
さ

ん
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
少

な
く
な
る
よ
う
、
分
か
り
や

す
く
、
や
さ
し
い
診
療
を
心

無差別・平等無差別・平等
のの

急性期医療急性期医療
地域に必要とされる地域に必要とされる
医療をめざして医療をめざして

今
春
オ
ー
プ
ン
の
耳
原
総
合
病
院

「
内
視
鏡
室
に
つ
い
て
」

中
島
裕
司
氏
が

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
騎
士
十
字

功
労
勲
章
を
受
勲

その６

が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

緊
急
内
視
鏡
に
つ
い
て

緊
急
内
視
鏡
に
つ
い
て

　
当
院
は
24
時
間
３
６
５
日

緊
急
内
視
鏡
の
対
応
が
可
能

で
す
。
緊
急
性
の
高
い
消
化

管
出
血
、
胆
管
炎
、
異
物
誤

飲
、
腸
閉
塞
な
ど
多
く
の
緊

急
症
例
に
対
応
し
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
健
康
を
い
つ
で
も

支
え
ら
れ
る
医
療
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
院
に
は
内
視
鏡
資
格
を

持
っ
た
専
門
職
が
多
数
在
籍

し
、
安
全
か
つ
迅
速
な
内
視

鏡
治
療
お
よ
び
治
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
日
常
検
査
、
緊
急

症
例
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
健
康
を
守
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
安
心
、
安
全
で
質
の

高
い
医
療
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
耳
原
総
合
病
院

　
医
師�

岩
谷　
大
平
）

お問合せ：耳原総合病院 総務課 秋山

　ひとりひとりが自分らしく暮らしていくために、私たちに何ができるのかを考え
る場として、第２回「みみプラザ」を開催いたします。今回は、堺市で親子や子ど
もたちを中心に、人と人とのつながりを大切にした活動を続けてきたＮＰＯ法人モ
モの木・横尾祐子様をお迎えし、日々の実践や思いに触れながら、食を通じた地域の
つながりを一緒に考える時間になればと思います。ぜひお気軽にご参加ください。

～みんなの健康みんなで耕すseries～

食を囲んで広がる地域のつながり
みみ
プラザ

耳原総合病院教育学習運営会議主催働き方相談仕事と治療の両立に
悩んでいる方への

　地域コミュニティ棟「みみっぱ」
内では、堺市難病患者支援センター
さんと連携し「働き方相談」をおこ
なっています。仕事と治療の両立に
悩んでいる、新規の就職を考えてい
る方は一度相談にお越しください。

相談日：�３月19日（木）  �
※要予約：相談日の１週間まで

対象：�指定難病患者・小児慢性特定
疾病児童等とその家族

詳しくは堺市難病患者支援センターへ
電話　072-275-5056

　
同
仁
会
で
は
、
２
０
２
５

年
度
の
重
点
課
題
と
し
て
、

南
区
に
お
け
る
「
医
療
と
介

護
と
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談

室
」
の
設
置
を
準
備
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
南
区
は
、
泉
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
を
中
心
に
約
13
万
人
が

暮
ら
す
地
域
で
す
が
、
そ
の

う
ち
約
35
％
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
あ
り
、
堺
市
内
で

最
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

地
域
で
す
。
こ
れ
ま
で
南
区

健
康
友
の
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
に
お
い
て
、
世
話
人
の
皆

さ
ん
か
ら
「
南
区
は
堺
市
で

最
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
み
み
は

ら
の
医
療
事
業
所
が
な
く
、

医
療
へ
の
期
待
が
高
い
」
と

い
う
声
が
繰
り
返
し
寄
せ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
地
域
の
声
を
受

け
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
将
来
的
な
在
宅
医
療
の

拠
点
を
南
区
に
創
設
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
ま
ず
は
地
域

の
皆
さ
ま
の
医
療
・
介
護
に

関
す
る
困
り
ご
と
や
要
望
を

知
る
場
を
つ
く
る
こ
と
か
ら

取
り
組
み
ま
し
た
。そ
し
て
、

鳳
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
在
宅
ク
リ

ニ
ッ
ク
か
ら
の
訪
問
診
療
・

訪
問
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
、２
月
３
日「
南

区
医
療
と
介
護
と
く
ら
し
な

ん
で
も
相
談
室
」
を
開
設
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
相
談
室
で
は
、
健
康

友
の
会
の
世
話
人
の
皆
さ
ん

が
中
心
と
な
り
、
日
常
の
相

談
を
受
け
止
め
、
そ
の
中
で

見
え
て
き
た
ニ
ー
ズ
を
同
仁

会
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
つ

な
ぎ
、
訪
問
診
療
・
訪
問
看

護
・
訪
問
介
護
な
ど
の
支
援

へ
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

医
療
・
介
護
を
つ
な
ぐ
、
こ

に
つ
な
が
る
と
い
う
文
理
融

合
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、
３
月
24
日
か
ら

29
日
ま
で
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト

大
阪
北
館
２
Ｆ
で
い
ろ
い
ろ

な
作
家
に
よ
る
ミ
ュ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ア
ー
ト
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
同
仁
会
本
部　

�

北
出　
祥
夫
）

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い

取
り
組
み
で
す
。

　
介
護
が
必
要
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
地
域

に
ま
だ
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

相
談
室
が
、
そ
う
し
た
方
々

が
支
援
に
つ
な
が
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
毎
週
火
曜
日
10
時
～

14
時
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
同
仁
会
本
部

�

柴
田
康
宏
）

OPENOPEN

南
区
南
区
にに「
医
療
と
介
護
と

「
医
療
と
介
護
と

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室
」

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室
」


